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会長挨拶 

石井クンツ昌子（日本家族社会学会会長／お茶の水女子大学） 
令和最初の日本家族社会学会ニュースレターをお届けいたします。 
本年度の大会は第 9期理事会が担当する最後の大会となります。2016年からの目標として「国

際化の加速」を掲げてきましたが、毎年、田間泰子委員長のもと研究活動委員会の皆さまにはこの
目標に沿った素晴らしい企画を提供していただき、本学会の国際化の加速に大いに貢献していただ
いております。また、本学会会員の方々が国際社会学会、全米社会学会、全米家族関係学会を含む
様々な国際学会の大会において研究報告をされるなど、本学会の国際化は確実に進んできていると
思います。 
本年度の第 29回大会でも、実行委員会（神原文子委員長）と研究活動委員会のご尽力で素晴ら

しい企画が予定されております。まず、東アジアと欧米地域を含む国際的な視点から高齢社会にお
ける「生と死」に焦点をあてた国際シンポジウムを開催します。パネリストとして、韓国の高齢者
論専門家の朴京淑氏をお迎えし、ヨーロッパの福祉に詳しい浅川澄一氏と墓と葬送に関する研究の
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専門家であり米国の家族事情にも精通しておられる安藤喜代美氏にご登壇いただきます。また、討
論者として高齢者や介護をテーマに北欧やアジア諸国との比較研究をしていらっしゃる西下彰俊
氏にお願いしております。世界の様々な国で直面している「生と死」に関する問題や新しい知見に
ついて学ぶ大変貴重なシンポジウムであると確信しています。 
本年度の大会では、過去 2回の大会でも好評を博した若手研究者による企画も開催予定です。本

企画では「英語での論文刊行を目指す研究者のためのワークショップ」と題して、英語で研究論文
を執筆して海外へ積極的に発信したい研究者を対象としています。これまで量的データあるいは質
的データを用いた英語論文を発信してきた経験が豊富な本学会会員からアドバイスをいただきま
す。また私も海外ジャーナル投稿のノウハウと査読プロセスについてお話をさせていただく予定で
す。国際的な学会大会における報告だけではなく、ご自身の研究を海外のジャーナルにおいても積
極的に発信したい会員にはお薦めの内容になっています。企画自体は若手研究者を対象としていま
すが、勿論、他の皆さまにもご参加いただきたいと思います。 
本年度の大会では、上記の他にも、国際セッションやポスターセッションも継続する予定です。

皆さまのこれまでのご経験からもよくご存知だとは思いますが、ポスターセッションは聴衆者から
直接コメントをいただく素晴らしい機会ですので、特に、大学院生の方々にはお薦めしたい報告形
式だと思います。 
本学会大会では勿論「新着」の研究報告をするあるいは拝聴することが重要な位置を占めますが、

同時に、国内外の研究者とのネットワークを広げる貴重な機会でもあります。私は自分が大学院生
のときに学会大会参加を初めて経験しましたが、いつも著書や論文の拝読を通してのみ存じ上げて
いた研究者に直接お会いしてお話することができ、とても感動したことを今でも鮮明に覚えていま
す。皆さま（特に院生の方々）にも本学会大会において私と同じような経験をしていただければ幸
いです。 
自由報告の申込締切は 5月末ですので、会員の皆さまには奮って応募していただきたいと思いま

す。修士・博士課程の院生の研究報告も大いに歓迎いたします。多くの会員の皆さまに神戸学院大
学で 9月 14・15日にお会いできますことを心より楽しみにしております。 

日本家族社会学会第２9回大会のご案内 

神原文子（第 29回大会実行委員長／神戸学院大学） 
第 29回大会は、神戸学院大学ポートアイランドキャンパスで開催いたします。 
ポートアイランドキャンパスは、北に六甲山を、西には神戸港を見渡せる景観の地に、およそ

12年前に開設された比較的新しいキャンパスです。大会会場となるＤ号館は、さらに新しく、お
よそ 5年前に建ったばかりであり、快適な空間で学術交流を図っていただけるものと考えておりま
す。神戸の中心地・三宮からポートライナーや神姫バスの直行便に乗車いただきますと、15分く
らいでキャンパスに到着いたします。 
大会実行委員会は、実行委員長の神原文子のほか、都村聞人会員（神戸学院大学）、高梨薫会員

（神戸学院大学）、永田夏来会員（兵庫教育大学）のメンバーで構成していますが、本学の実習助
手や、学部の学生たちが協力してくれるものと期待しています。 
充実した学会大会となりますように準備を進めながら、皆様のお越しを心よりお待ちしています。  
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1 日程：9月 14日（土）、15日（日） 
2 会場：神戸学院大学ポートアイランドキャンパス 
 〒650-8586 神戸市中央区港島 1-1-3 
 ポートライナー「みなとじま」駅下車徒歩 7分 
 神姫バス「ポーアイキャンパス」下車 徒歩 1分 
3 参加費等：大会参加費、懇親会費は以下のとおりです。 

 

4 キャンセル料： 

・大会参加費：事前に振り込んでいただいた参加費は、原則、返金できません。ご了解ください。 
・懇親会費：①災害等で、大会開催 7日前までに懇親会を中止せざるをえなくなった場合事前に
振り込んでいただいた参加費は全額返金します。②大会開催 6日前から前日までに懇親会を中
止せざるをえなくなった場合、返金額、返金手続き等につきまして、web上でご案内させてい
ただきます。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

5 災害等の対応： 

兵庫県南部に特別警報または暴風警報が発令されたり、ＪＲ西日本やポートライナーが運休
したりする場合の対応につきまして、詳細は、大会ウェブサイト、大会ニュースNo.2 にてお
知らせします。 

6 昼食： 
両日とも、昼食はＤ号館 1階のフードコート「シーガル」をご利用いただけます。500円程
度の定食、カレーライス、麺類などを用意しております。 
7 宿泊： 
宿泊につきましては、各自で手配をお願いいたします。近年、関西圏への観光客が増加して
おりますので、早めにご予約ください。 
8 託児サービス： 

�	�� $'%(!&#"&( �	�� $'%(!&#"&(

�� ����
 ����
 ����
 ����
 ����
 ����


������� ����
 ����
 ����
 ����
 ����
 ����


���� ����

��������� 
����

��������� 
����



�

 4 

大会中、学内で保育サービスを用意します。詳細につきましては、大会ウェブサイト、大
会ニュースNo.2 にてお知らせいたします。 

9 無線ＬＡＮについて： 
部会等が開催される教室ごとにルーターを設置し、共通の SSIDとパスワードをお伝えで

きるように、現在、準備中です。 
10 大会に関するお問い合わせ 
〒650-8586 神戸市中央区港島 1-1-3 神戸学院大学現代社会学部 神原文子研究室内 日
本家族社会学会第 29回大会実行委員会 E-mail:jsfs-taikai@bunken.co.jp 
ただし、ウェブでの大会申し込み、参加登録、事前納付等についてのお問い合わせは、以

下の日本家族社会学会大会ヘルプデスクにお願いいたします。 
E-mail:jsfs-desk@bunken.co.jp  Fax:03-3368-2827 

第10期理事選挙のご案内 

本年度は、３年に１度の理事選挙の年です。選挙は「日本家族社
会学会理事選挙規定」により、会員による郵送投票にて行います。 
本学会では、2019年４月１日現在で、2018年度までの会費を

完納している方に選挙権があります。2019年度から入会された方
には、今回の選挙に関する選挙権はありません。被選挙権につい
ては、通算３期理事をつとめた者および顧問には被選挙権がない
ほか、学会理事会が定めた特定の理事も選挙権がありません。後者

は、学会理事会の継続性を考えた措置です。 
選挙区は「第１区」（北海道・東北・関東・甲信越：定員８名）と「第２区」（近畿・東海・北陸・

中国・四国・九州<含む沖縄>：定員７名）に分かれています。選挙区は、有権者の４月 30日時点
での所属機関（所属機関のない者は、居住地）で定められます。所属する選挙区においてのみ、投
票ができます。 
投票は、３名連記の無記名投票でおこなわれ、得票数の多かった会員が第 10期理事となります。

理事選挙後、会長選挙が行われます。新会長候補者は、新理事の投票によって選出されますが、理
事の互選ではないため、理事以外の会員が選出されることもあります。会長候補者は総会での承認
をもって新会長に就任し、総会後に第 10期理事会が発足します。 
近日中に、会員の皆様に、「日本家族社会学会第 10期理事選挙 選挙権・被選挙権者予備名簿」

が送付されます。「予備名簿」で、まずはご自身の選挙権・被選挙権をご確認ください。とくに本
年４月に所属先が異動された方は、ご自身の所属する選挙区が間違っていないかをご確認いただき、
間違いがある場合は、すぐに指定の宛先にご連絡ください。予備名簿を用いての確認期間の後、６
月中旬に本名簿と投票用紙等を発送します。投票期間は２週間で、投票の締め切りは、7月 5日（必
着）です。 
本会の運営を担う理事会のメンバーを選ぶ選挙です。会員の皆様におかれましては、理事選挙に

必ずご投票くださいますよう、お願いいたします。 
西野理子（事務局長・東洋大学） 
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理事会報告 

2 9 8 2

（略） 

各委員会報告 

編集委員会では、このニュースとほぼ同時期に 31巻 1号が皆様のお手元に届いていることと思
います。31巻 1号が東側編集の最終号、並行して西側が現在編集中の 31巻 2号が、9期編集委員
会が担当する最終号となります。 
9期を振り返るのはまだ少し早いのですが、今期では投稿・査読の電子化に着手するなどいくつ

かの新しい変更を致しました。今後も引き続き、投稿や査読がよりスムーズにできるよう検討し、
次期に引き継ぎたいと考えています。査読時期や期間・回数については、9期以前からそして 9期
においても様々な意見を頂戴してきました。大学業務が増加傾向にあるなかで、定められた期間で
査読しなければならない専門委員の負担が大きいことは編集委員会としても重々理解しています。
専門委員の数を増やす、あるいは臨時専門委員にも積極的に依頼するなどの検討が必要な段階に来
ているように感じています。投稿論文が惜しいところで掲載に至らないというケースについても、
掲載につなげる工夫ができないか 9期の反省をふまえて申し送りしていきます。 
編集委員長としてニュース原稿を執筆するのも今号までとなります。投稿論文をお寄せいただい

た会員の皆様、査読をご担当いただいた専門委員の皆様、ご寄稿いただいた会員の方々に、この場
をお借りして編集委員会を代表して、心から感謝申し上げます。これからも会員の皆様全員で『家
族社会学研究』を支えてくださいますようどうかよろしくお願い申し上げます。 

（米村千代・千葉大学） 
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研究活動委員会は、神戸学院大学ポートアイランドキャンパスで開催される大会に向けて準備を
進めています。3月 6日には、第 29回大会オフィシャルサイトを開設しました
(http://www.wdc-jp/com/jsfs/conf/2019/index.html)。また、同日、会員の皆様に第 29回日本家
族社会学会大会ニュースNo.1 を発行しました。今回から、大会ニュース１号も電子化されていま
すので、大会ウェブサイトにてご覧ください。 
今大会でも、「国際化の加速」という課題にもとづき、２つの取組みを行います。 
第一に、大会シンポジウムは「高齢社会における生／死と家族」（仮）をテーマとして、朴京淑

先生（ソウル大学教授）・浅川澄一氏（医療・福祉ジャーナリスト）・安藤喜代美会員（名城大学）、
および討論者として西下彰俊会員（東京経済大学）によるパネルを企画しています。欧米とアジア
の動向に詳しい方々をお招きして、国際比較の視点から行う公開シンポジウムです。どうぞ楽しみ
にお待ちください。 
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第二に、本委員会の若手委員が主となり、「英語での論文刊行を目指す研究者のためのワークシ
ョップ」（ラウンドテーブル）をもちます。これから取り組みたい方、またご経験のある方など、
皆様の参加をお待ちしております。 
報告者公募型テーマセッションの企画は、３月に締切り、応募がありませんでした。企画全体公

募型テーマセッション・国際セッション・ラウンドテーブル・書評ラウンジなどの企画申請は、４
月２６日正午に締切りました。採択結果は個々にご連絡しています。 
ポスターセッションは、大変好評で今大会でも継続します。自由報告（口頭）・ポスターセッシ

ョン等の報告申込みは、報告要旨原稿とともに 5月 30日（木）締切です。月末 31日ではありま
せんので、ご注意ください。上記の「大会オフィシャルサイト」にてお申し込みください。その際
にはマイページと同じ ID（会員番号）とパスワードが必要です。皆様からのお申込みをお待ちし
ています。 
大会参加費は例年と同じく、一般（事前）3,500円、学生（事前）2,500 円、一般（当日）4,500

円、学生（当日）3,000 円です。参加申込みは、７月上旬から上記ウェブサイトで可能となります。
昨年と同様、郵便振替用紙を郵送いたしません。大会プログラム（大会ニュースNo.2）は、7月
上旬に大会ウェブサイトでの公開のみです（大会当日には印刷体をお渡しします。）。 

5

今大会から、電子媒体のみとなります（大会オフィシャルサイトにて大会１０日前に公開予定）。
大会会場でネットにつながりにくい場合が考えられますので、公開後、できるかぎり事前にダウン
ロードしておかれることをお勧めします。 

e

大会で報告していただく方は、申込み前に、本学会が定めた資格要件を満たす必要があります。
メルマガでも周知していますが、大会ウェブサイトでご確認のうえ、年会費の支払い、また新入会
員の方は入会申し込みなど、要件を満たしていただくようお願いします。 

（田間泰子・大阪府立大学） 

�

今期理事会から独立した委員会となった学会賞委員会では、昨年は新設された「奨励著書賞」の
選考を行いましたが、今年は従来からある「奨励論文賞」の第 8回目の選考の年です。選考対象は、
学会誌『家族社会学研究』28(1)～30(2)の掲載論文、また同等の査読制度をもつ学会誌等の掲載論
文で自薦・他薦されたもののうち、「修士課程修了後概ね 10年以内の者」などの内規に規定された
要件をみたす論文です。今回の選考対象論文は計14本で、現在選考委員会での選考を進めており、
9月の学会大会総会時に結果発表を行います。 

（池岡義孝・早稲田大学） 

� 0
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2019年 3月 15日時点の会員数は 731（一般会員 554、学生会員 107、会費減額会員 70、賛助
会員 0、会費免除会員 0）です。 

5

これまで会員名簿を３年に１回、冊子体で作成してきましたが、本年度より電子化に移行します。
インターネットで学会の会員システム「マイページ」に入っていただきますと、常に最新の状態で、
会員の皆様の情報を検索してご利用いただくことができます。閲覧できる情報は、「氏名」「ふりが
な」「所属先名」「会員種別」「専門領域」の公開必須項目と、個人が「公開可」を選択した項目で
す。選挙にもこのWeb名簿をご利用ください。 
４月初旬に、会費請求とあわせて、会員登録の内容確認のお願いを送らせていただきました。ご

確認いただかなければ、公開の可否について、これまでの登録内容を反映して公開させていただき
ます。もし、まだ確認していない会員の方がいらっしゃいましたら、確認ならびに修正はいつでも
できますので、なるべく早くご対応ください。 

新年度の会費納入の依頼がお手元に届いていることと存じます。すみやかな会費納入にご協力く
ださいますようお願いいたします。なお、会費納入は可能な限り、郵便振込みないしは銀行振込み
をご利用いただけますと幸いです（クレジットカードの場合、利用料が事務経費の負担になります）。
また、カード決済が可能な期間は 4-6 月ですので、利用申し込みを含め、早めにご対応をお願いし
ます。 

 常勤職にない会員の方は会費減額申請を行うことができますが、65 歳未満の会員については、 
毎年申請し承認を受ける必要があります。承認の連絡を受けてから会費をお振り込みください。5 
月末が申請期限となっておりますので、お急ぎください。申請手続きの詳細は、学会ウェブサイト 
の「お知らせ/人事公募」>「会費減額申請」(http://www.wdc-jp.com/jsfs/notice/not_4.html) に
掲載されています。65歳以上の会員の方は、一度承認されれば以後手続きの必要はありません。 

（西野理子・東洋大学） 
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4 ( ) W

過去のニュースレターでもお知らせして参りましたが、NFRJ18は予定通り 2018年度末に実施
され、現在、データのクリーニングなどが行われています。今後の分析は、調査に向けた実行委員
会として研究活動を行ってきた「NFRJ18研究会」を基盤に進められます。研究会への入会は締め
切っておりますが、2018年度以降に新しく入会された会員の方には門戸を開いていますので、事
務局までお知らせください。 
NFRJ18本体の実査は終了しましたが、回答者の一部に質的な家族調査を行う「全国家族調査質
的調査研究会」が研究活動を進めています。9月の学会大会では、テーマセッションを組織し、
NFRJ18本体および質的調査研究会の概要についてご紹介する予定です。多くの会員の皆さまのお
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越しをお待ちしております。 

5 ( )J1 W

これまで、NFRJ-08 パネル研究会、家族社会学パネル研究会、NFRJ18研究会を開催してきまし
た。今後当面の間は上記のNFRJ18研究会を中心に研究会活動を行ってまいりますので、ご関心の
ある方は 
NFRJ ウェブサイトをご覧の上、ご参加ください（http://nfrj.org/）。 

J1 R b

NFRJ のこれまでのデータ（NFRJ98、NFRJ-S01、NFRJ03、NFRJ08 等）は、東京大学 SSJ 
データアーカイブや ICPSRを通して公開されています。ぜひ研究にご活用ください。また、SSJ

の利用資格がない場合も、学会員であればデータ利用は可能ですので、NFRJ 委員会事務局までお
問い合わせください。NFRJ の最新情報は、ウェブサイトでご覧ください（http://nfrj.org/）。 
各種研究会への参加、NFRJ18 研究会への参加、データ利用などについて、ご不明な点、ご意見
などは、当面の間、全国家族調査委員会事務局 office☆nfrj.org（☆を＠に変換）までお送りくだ
さい。 

（田渕六郎・上智大学） 

第6回活動点検会員アンケート調査の結果について 

木戸功（庶務委員／聖心女子大学） 
会員の皆様のご協力により、「日本家族社会学会第 6回活動点検会員アンケート」が終了いたし
ました。会員総数 731名、有効回収数 74、回収率 10.1％でした。前回調査より回収率はやや下が
り、今回も低い回収率となりました。予算の都合によりGoogle フォームを利用して実施しました
が、今後も幅広い年齢層の会員のみなさまのご意見を反映することができるような、アンケート調
査の実施方法や内容について検討することをひきつづきの課題と考えております。 
詳しい調査結果は 3月の理事会で報告され、各委員会において今後の活動を検討するうえでの貴

重なデータとして活用いたしております。以下に、実施概要とともに各委員会からのコメントを掲
載いたします。また今回は、自由記述による設問を多用したことから、別紙に集計結果とお寄せい
ただいた回答をまとめました。あわせてご覧ください。今回の調査について、ご意見やご質問があ
りましたら、お気軽に事務局までお寄せください。 

◆調査時期 2018年 11月 26日～2018年 12月 16日 
◆調査方法 Google フォームを利用したＷeb調査 
◆有効回収数 74（有効回収率 10.1％，会員数 731名） 
◆【回答者の属性】（%） 

問 1［年齢］29歳以下 14.9%， 30～34歳 10.8%，35～39歳 6.8%， 40～44歳 14.9%， 45～
49歳 13.5%， 50～54歳 9.5 %， 55～59歳 4.1%, 60～64歳 9.5%, 65～69歳 12.2%, 70
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歳以上 4.1% 
問 2［会員区分］一般会員 70.3 %, 学生会員 20.3 %, 会費減額会員 6.9% 
問3 ［会員歴］入会後3年未満12.2%, 入会後3～5年未満13.5%, 入会後5～10年未満21.6%, 入
会後 10～15年未満 17.6%, 入会後 15～24年 12.2%, 家族社会学セミナー以来の会員（24年
以上）23.0% 

問 4［役員歴（複数回答）］会長・顧問，理事，会計監事 21.6%, 複数年にわたる（専門）委員 33.8%, 
単年度の委員 17.6%, 役員の経験はない 56.8%  

 

�����
����	��������� 

W F

皆様から多数のご意見をいただき、有難うございました。今期の新しい取組みであるポスターセ
ッションや、「国際化加速」のためのシンポジウム・ラウンドテーブルなどの取組みも概ねご好評
をいただき、委員会一同、とても嬉しく思っています。自由報告は増加していますが、部会のあり
かたや報告の質など課題があると認識しました。会場やプログラムについてご指摘の数々は、常に
私どもも悩むところですが、最善を尽くしていますのでご理解のほどをお願いしたいと思います。
今後の工夫についても多々ご提案いただき有難うございました。国際学会への関心が高まっている
ことを踏まえ、今後の活動に取り組んで行きます。 

（田間泰子） 

F

投稿論文の受け付け方法が郵送からメール送付に変更になってことについて、いただいた意見は、
すべて肯定的なものでした。今後も会員にとって利便的な方法を検討していきたいと考えます。査
読制度については、査読経験者および投稿者の視点から様々な要望が出されています。継続的に検
討していく課題であると受け止めています。英語による投稿論文については、できればぜひ投稿し
たい、できれば投稿したいという意見が 35%程度あるものの、『家族社会学研究』に英語で投稿す
ることの意義については、疑問の声も複数寄せられました。英語でも投稿できるように門戸を開き
つつ、会員へアピールする方法を検討していく必要を痛感しています。J-STAGEは、よく利用す
る、ときどき利用するとの回答をあわせると 75%程度となり、会員の間で利用が定着していること
がわかりました。オンライン公開を早くしてほしいとの意見も複数あり、電子ジャーナル化に肯定
的な意見と、紙媒体もあわせて刊行していくべきであるという意見両方が見られました。 
国際化および電子化の促進は、本学会を超えた学術の大きな動向としてあります。そのなかにあ

って『家族社会学研究』編集員会として、会員の意見をふまえつつ、新しい時代に対応した編集方
法を模索、検討してまいります。ご意見をいただいた会員の皆さまにお礼を申し上げます。 

（米村千代） 

N 2 ( ) F

全国家族調査の課題や意義について、貴重なご意見とご示唆をいただきありがとうございました。
今期の委員会活動としては、現在ようやくNFRJ18の実査が終わり、これからデータを用いた研究
活動が本格的に始動するところです。今回いただきましたご意見を生かしながら、今後より良い研
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究活動をして参りたいと思います。引き続き会員の皆さまのご参加、ご支援をお願いいたします。 
（田渕六郎） 

F

新設された「奨励著書賞」と従来からある「奨励論文賞」の双方について、概ね好意的な評価と
励ましをいただきました。いくつかの注文もありましたが、そのなかで注目したいのが授賞の回数
を増やしたり授賞者を多くした方がいいという提案でした。そのことで若手研究者の業績を増やし、
外部からも注目されるだろうという理由からでした。現在は両賞とも 3年に 1回という間隔で理事
任期とも連動しており、変更はそれほど簡単ではありません。しかし、理事任期に関わらず 2年に
1回にするとか、1回の授賞者を増やすということも考えられます。それらを次期委員会への申し
送り事項に組み入れて、今後必ず検討するような道筋をつくりたいと思います。 

（池岡義孝） 

F

今期は、財政悪化に対応するため、ニュースレター等の電子化や会費値上げを決めました。それ
に対して肯定的に受け止めていただいているコメントが多く、事情をご理解いただいていることに
安堵しました。その一方で、情報が正確に伝わっていない部分があることもわかりました。大会要
旨集の公開時期はできる限り早くしており、メルマガの二重伝達は発生しておりません。また、２
年間会費滞納による自動退会の制度はすでに導入されております。今回のアンケートでも、若手研
究者への支援などさまざまなご意見やアイディアをお寄せいただきました。学会のあり方の様々な
側面について、会員の皆様と情報を共有しながら取り組んでいきたいと考えております。 

（西野理子） 

事務局だより 

第９期理事会も、最終年度を迎えました。財政悪化を受け、ニュースレターを電子化し、今年度
からは会員システムを導入して、名簿を電子化しました。Web名簿にスムーズに移行して、理事
選挙がつつがなく進行することを祈っているところです。 
学会事務を国際文献社に委託してから年月がたっていますが、委託契約は、毎年行っています。

毎年、コピー代金から人件費まで詳細な確認をして契約をしています。ほかにも、大会業務から編
集業務まで、業務ごとに毎回、見積もりを見ながら内容を確認し、契約となります。第９期理事会
では、理事複数名がかかわって確認することにしています。毎年行っている業務なので、委託先に
任せしてしまいたいところですが、学会の財政を把握しながら運営していくために、理事が情報を
共有する態勢にあらためました。 
国際的な発信力のある魅力的な学会へと改革していくと同時に、運営組織の安定も守りつつ、次

の期にひきつぎたいと考えています。今後も、ご協力を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいた
します。 

（西野理子・事務局長、東洋大学） 
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会員異動 

（略） 

編集後記 

新元号最初のニュースレターです。家族社会学会の発足が 1991年（平成 3年）ですから、
学会になってからの歴史は、ほぼ平成と重なるのですね。いや、だからどうだというわけで
はないのですが、30年というのはそれなりの時間です。みなさまの平成はどんな時だったの
でしょうか。私は平成が始まったときにはまだ 10代だったのに、いまや 50代目前です。編
集（校正）作業も老眼との戦いです。 
 

 ����������! 
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